


要約 平成元年 12 月に研究班に参加後、神奈川県における調査用紙にならった大奇形の調

査用紙と、客観的に判断が容易な小奇形(71 項目)の調査用紙を作成した。その後、平成 2

年 2月 1日より宮崎医科大学と県下の2産婦人科病院で調査を開始した。

平成 2年 4月 1日から、宮崎県の 2公立病院と宮崎市内の 2産婦人科病院についての調査

協力の許可をいただいており、調査開始の予定である。


